
「石川県食の安全・安心推進条例（仮称）」の制定について 

１ 制定趣旨 

県民の食の安全・安心の確保を徹底するとともに、北陸新幹線の金沢開業を

契機に、来県する観光客に本県の大きな魅力である食を安心して楽しんでもら

えるよう、県と生産者、事業者が一丸となって取り組むという強い姿勢を示し、

県民はもとより、観光客に食の安全・安心をアピールするため、「石川県食の

安全・安心推進条例（仮称）」を制定する。 

 

２ 条例に盛り込む主な事項 

（１）基本理念 

県民の生命健康を守ることを最優先とし、食の安全・安心の確保のため、

生産から消費に至るまで一貫した総合的な対策を実施する。 

（２）県、生産者、事業者、県民の責務（役割） 

・県の役割：食の安全・安心の確保に関する施策を計画的に実施する。 

・生産者の役割：安全・安心な農畜水産物を生産する。 

・事業者の役割：安全・安心な食品を製造・ 供給する。 

・県民の役割：食品の安全性確保に関する知識を習得し、実践する。 

（３）食品の安全性の確保のための措置（監視、指導等） 

食品等の生産から販売に至るまでの一連の行程において、食品の安全性を

確保するため、食品衛生法等関係法令等に基づき、監視指導、検査等を実施

する。 

特に輸入食品については、国と連携し、違反情報の収集や県内に流通する

ものの検査をするなど、その安全性の確保に努めるものとする。 

（４）事業者等の自主的な取組の強化 

事業者等は、食品の安全性をより向上させるため、食品等の製造、加工、

調理又は販売等の各行程において、必要な措置を講ずる等自主的な管理水準

の向上に努めなければならない。 

（５）食品等の適正な表示の推進 

県は、食品の表示に対する消費者の信頼を確保するため、関係法令の規定

による監視・指導や食品の表示の制度に関する知識の普及等を行う。 

（６）情報の収集及び提供 

県は、食の安全・安心の確保に関する情報の収集、整理等を行い、生産者、

食品関連事業者、県民などに対し、必要な情報を提供するものとする。 

（７）食品安全安心対策懇話会の設置 

施策に県民の意見を反映するため設置する。 

 

３ 施行日 

公布の日 


